
 
エピソード 

「ジュースをつくりたい」とボウルに花や水を入れ、

混ぜ始めました。色が出ないため「ギュッ、ギュッって

押そう」と、押し始めました。それでも色が出ない様子

を見て「全然出ないな」と、友達と話していたのでⓉ

「違うところでも色水遊びしている友達がいるよ」と、

声を掛けてみました。すると、Ａちゃんは「ちょっと見に

行ってみる」と言い、Ｂちゃんと一緒に５歳児が色水を

して遊んでいるところに見に行きました。 

 ＡちゃんとＢちゃんは、Ｃくん（５歳児）に「どうやった

ら色が出た？」と聞くと、Ｃくんは「黒いパンジー使って

みると色が出るよ」と２人に伝えていました。早速、２

人は「この黒いパンジーが良いって言ってたよ」「これ

にしよう」と、濃い紫のパンジーと水をビニール袋に入

れました。Ａちゃん「モミモミした方が色出そう」と、Ｂち

ゃんに伝えると２人は袋を揉み始めました。少しずつ

色が出てくる様子に「青くなってきた」Ⓣ「Ｃくんみた

いにできたね」と一緒に喜んでいると、その様子を見

ていた友達から「それどうやってやったの？」と声を掛

けられ、使う花の色を伝えていました。 

保育者の思い 

・なかなか色が出ない様子から周りにも目を向け、い

ろいろな方法を知ってほしいと思い、声を掛けました。 

・５歳児のしていることに興味もち、自分から５歳児と

やりとりする姿を大切にしたいと思い、見守りました。 

・教えてもらったことをすぐに試してほしいと思い、一緒

に振り返りながらパンジーの色を確認しました。 

・Ａ児とＢ児の喜びに共感することで、周りの友達にも

興味をもってほしいと思いました。 

家庭だったら・・ 

 子ども達は、いろいろなことを考えながら遊んでいま

す。視野を広げ周りに目を向けることで、さらに新たな

方法や手段に気付けるような声掛けをしていきたいで

すね。 

『色を出したい』       ４歳児 ４月 伏見こども園 

子どもの育ちや学び 

 
花と水を入れて、 

ジュースになるよ（自信） 

・混ぜても色が出ないため、他の方法を考えました。 

・保育者の言葉掛けが周りに目を向け、５歳児の様子を

見に行くきっかけになりました。 

この色がいいんだよね 
（聞いたことを確かめ合う） 

・どのようにすれば色が出るのか、５歳児に自分から尋ね

ることで、方法を知ろうとしました。 

・聞いたことを友達と確かめながら、パンジーを選んでい

ました。 

色が出てきたよ 
（嬉しさ）（喜び） 

・今までとは違う方法を考え、揉み続けることで、少しずつ

水の色が変化していく様子を楽しんでいました。 

・友達と確かめ合いながらやったからできた嬉しさが自信

に繋がりました。 

・友達から尋ねられると、自分達が知ったことを伝えようと

する姿が見られました。 

押しても 
色出ないな（疑問） 

青色にするには 
黒いパンジーって 
言ってたね（確認） 

本当にこれ？ 
（疑い）（不安） 

青になった 
（安心） 


